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１． 経 営 成 績 

 (1)経営成績に関する分析 

①当連結会計年度の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、世界経済の拡大を背景とした輸出の増加等から、全体として景

気は緩やかに拡大したものの、原油・原材料価格の高騰や米国のサブプライムローン問題といった懸念材

料の台頭を受け、次第に不透明感が高まる展開となりました。 

当社グループ事業の市場環境は引き続き競争激化の状況にありますが、｢安全・安心・快適｣な社会の実

現に向け、｢ビジネスセキュリティ｣を事業コンセプトとして、先進的かつ独自性の高いソリューションで、

成長性と収益性を両立すべく事業を推進してまいりました。また、ＣＳＲ(企業の社会的責任)経営の一環

として、｢ＩＳＯ１４００１｣(環境マネジメントシステム)、｢ＩＳＯ９００１｣(品質マネジメントシステ

ム)の実践に加え、新たに情報セキュリティシステムの整備に向けた取組みを開始するなど、より質の高

い企業運営を目指してまいりました。 

このような状況のなか、当連結会計年度の経営成績は、売上につきましては、デバイス事業では電子商

品類及び産機商品類ともに前期に引き続き過去最高の業績を達成しました。他方、システム機器事業では

セキュリティ商品類が振るいませんでしたが、メーリング商品類が好調に推移しました。その結果、売上

高は前期比 26 億 41 百万円(8.7％)増の 329 億 38 百万円となりました。 

一方、損益につきましては、システム機器事業に比べ売上総利益率の低いデバイス事業の売上が大きく

伸びたことなどから、売上総利益率が低下し、売上総利益は前期比 61 百万円(1.0％)減の 60 億３百万円

となりました。また、売上高増加に伴う経費の増加と中期的成長に向けた人員増から、販売費及び一般管

理費が増加し、経常利益は前期比２億 38 百万円(16.5％)減の 12 億 10 百万円となりました。 

当期純利益につきましては、遊休土地に係る繰延税金資産の取崩しの影響のほか、株式相場の下落を受

けて、１億 64 百万円の投資有価証券評価損を計上した結果、前期比６億 35 百万円(72.6％)の大幅減の２

億 40 百万円となりました。 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

＜システム機器事業＞ 

セキュリティ商品類は、ＧＭＳ(総合スーパーマーケット)市場への商品監視システム及び監視カメラの

複合販売や、その他の市場での新規開拓等が相応に進展したものの、年度末にかけて小売業の設備投資姿

勢が慎重化し、予定案件が見直されるなどした影響もあって、売上高は前期比 1.0％減の 62 億 34 百万円

となりました。 

情報ネットワーク商品類は、ネットワーク・セキュリティ商品の間接販売に注力しましたが、売上高は

前期比 17.2％減の４億８百万円となりました。 

メーリング商品類は、メールインサーティング・システムの大手印刷発送代行業者への納入が促進した

ほか、大手重点顧客の開拓が奏功し、売上高は前期比 17.2％増の 12 億 80 百万円となりました。 

その他商品類においては、「ＲＦＩＤ図書館システム」や「スクールセキュリティシステム」の拡販に

注力しましたが、案件先送りの動きなどもあって、売上高は前期比 59.9％減の 35 百万円となりました。 

以上の結果、システム機器事業の売上高は前期比 0.2％減の 79 億 58 百万円、営業利益は前期比 10.7％

減の５億 13 百万円となりました。 
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＜デバイス事業＞ 

電子商品類は、モバイル液晶及び無線ＬＡＮ向けなどの半導体が好調に推移したほか、大手顧客による

デジタルカメラ向け半導体の新規採用などもあって、売上高は前期比 14.7％増の 185 億 40 百万円となり

ました。 

産機商品類は、国内外向けＡＴＭ(現金自動預け払い機)用機構部品の販売が好調に推移したほか、複写

機市場において大手顧客への納入が進んだことから、売上高は前期比 2.4％増の 44 億 74 百万円となりま

した。 

以上の結果、デバイス事業の売上高は、前期比 12.1％増の 230 億 14 百万円となりましたが、利益率の

低い電子商品類の売上高が大幅に増加したことと、売上高の増加に伴う経費増の影響等により、営業利益

は前期比 16.6％減の 10 億４百万円となりました。 

＜カストマ・サービス事業＞ 

 システム機器事業のメールインサーティング・システムの納入や入退室管理システムの納入が増加し、

売上高は前期比 9.5％増の 19 億 65 百万円となりました。また、外注コスト等の原価低減に努めた結果、

営業利益は前期比 48.2％増の３億８百万円となりました。 

 

②次期の見通し 

当社グループを取り巻く環境をみると、原油・原材料価格の高騰の影響などから、景気は減速してきて

おり、企業収益の動向等、先行き不透明感が一段と増しつつあります。 

このような状況にあって、システム機器事業においては、小売企業における収益志向の高まりを好機と

捉え商品監視システムの拡販を図るほか、入退室管理システムの積極展開を進めてまいります。また、

「ＲＦＩＤ図書館システム」等、その他の商品類の実績の積み上げに注力してまいります。他方、デバイ

ス事業においては、売上総利益率の高い産業機器分野向け半導体や住宅設備機器市場向け機構部品など、

付加価値提案を強化し、積極的な販売促進とともに収益性の向上を図ってまいります。 

以上により、次期業績につきましては、売上高 333 億円、経常利益 13 億 40 百万円、当期純利益７億

70 百万円を見込んでおります。 

 セグメント別の売上見通しは次のとおりであります。 

 

 システム機器事業 デバイス事業 ｶｽﾄﾏ･ｻｰﾋﾞｽ事業 計 

売上高(百万円) 9,319 21,721 2,260 33,300

平成 20 年３月期比伸率(％) 17.1 △5.6 15.0 1.1

 

 

 

セグメント別売上高

12,258
13,533

14,745

20,530

6,662 7,106
8,458 7,971 7,958

1,741 1,678 1,773 1,795 1,965

23,014

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成16年3月期 平成17年3月期 平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期

（百万円）

デバイス

システム機器

カストマ



高千穂交易㈱（2676）平成 20 年３月期 決算短信 
 

- 5 - 

(2)財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

総資産は、前連結会計年度末に比べ６億46百万円減少し、195億40百万円となりました。主として遊休

土地に係る繰延税金資産の取崩しの影響のほか、株式相場の下落を受けたことによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ４億98百万円減少し、59億７百万円となりました。主として当連結

会計年度末の商品仕入の減少に伴う買掛債務の減少によるものです。 

純資産は、136億32百万円となり、自己資本比率は69.7％で前連結会計年度末に比べ、1.4ポイント上

昇しました。主として新株予約権の行使に伴う株主資本の増加によるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、期首比７億 37 百万円増加し、現金及び現金同等物の

期末残高は 32 億 75 百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、10 億 67 百万円のプラスとなりました。これは、たな卸資産

の増加５億 81 百万円及び仕入債務の減少３億 39 百万円があった一方で、売上債権の流動化に伴う売上

債権 13 億 40 百万円の減少及び税金等調整前当期純利益 10 億７百万円の計上があったことなどによるも

のです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、１億 37 百万円のマイナスとなりました。これは、国債の満期

償還が１億円あった一方で、投資有価証券の取得による支出が２億７百万円あったことなどによるもの

です。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億 73 百万円のマイナスとなりました。これは、株式の発行

による収入が１億６百万円あった一方で、配当金の支払が２億 79 百万円あったことなどによるものです。 

 

指     標 16 年３月期 17 年３月期 18 年３月期 19 年３月期 20 年３月期

自 己 資 本 比 率（％） 68.4 70.5 68.9 68.3 69.7 

時価ベース自己資本比率（％） 42.5 56.9 95.9 83.2 55.2 

債 務 償 還 年 数（年） ― 0.4 ― ― ― 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ― 69.6 ― ― 411.7 

(注)上記各指標は、次の算式で計算しております。 

自己資本比率＝自己資本÷総資産 

時価ベース自己資本比率＝株式時価総額÷総資産 

債務償還年数＝有利子負債÷営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ＝営業キャッシュ・フロー÷利払い 

1. 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

2. 平成 16 年３月期及び平成 18 年３月期及び平成 19 年３月期は、営業キャッシュ・フローがマイ

ナスになっておりますので、平成 16 年３月期及び平成 18 年３月期及び平成 19 年３月期の債務

償還年数及びインタレスト・カバレッジ・レシオは記載しておりません。 

3. 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。 

4. 営業キャッシュ・フローは営業活動によるキャッシュ・フローを使用しております。有利子負債

は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としてお

ります。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の支払額を使用しております。 



高千穂交易㈱（2676）平成 20 年３月期 決算短信 
 

- 6 - 

(3)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、安定的な配当を行うことを基本方針とし、安定性・継続性に加えて株主の皆様に対する利益還

元を経営の重要な課題と位置づけております。また、内部留保金につきましては、今後の事業拡大に活用

してまいります。 

当期末の配当金につきましては、普通配当１株当たり 14 円を予定しております。中間配当１株当たり

14 円を実施しておりますので、通期で１株当たり 28 円となります。なお、次期会計年度におきましても、

現行と同様に９月 30 日、３月 31 日を基準日とする年２回の配当を継続する予定であります。 
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